
29JCCP NEWS No.214 Spring 2014 人材育成事業

KPC向け「環境マネジメントと先進技術」

クウェート国営石油会社（KPC: Kuwait Petroleum 
Corp.）グループ向けの環境関係のカスタマイズド研修として
は初めての、環境マネジメントと先進技術に関する研修を平成
25 年 11月25日（月）から12月6日（金）にかけて実施し
ました。

1. KPC向け環境研修実施の経緯
KPCでは基幹産業の石油産業における環境対策を重要

課題として取り組んでおり、環境対策技術や先進プロジェクト
事例に対する関心が高まってきています。特に、希少な水資
源の有効利用、廃棄物の処理対策、気候変動対策への対
応等が重要課題となっています。また、他の産油国と同様、
国内の石油消費量が急激に増加しており、エネルギー消費の
効率化や再生可能エネルギーの導入にも積極的な関心を示し
ています。
こうした中、JCCPは、KPCとは環境関係の研修プログラ

ムを通じて協力関係を深めており、一昨年はカーボンマネジメ
ントセミナーを開催し、省エネルギーや二酸化炭素対策、カー
ボンファイアンス等に関する交流をはかりました。また、昨年度
は水資源と廃棄物のマネジメントをテーマにセミナーを開催し、
KPCとJCCPのトップマネジメントや日本大使も出席する大規
模なセミナーとなり、好評を博しました。
この友好関係をさらに強化すべく、今年度はKPCグルー

プの環境関係者が日本のJCCP 研修に積極的に参加するよう
になり、このたび、KPCグループ各社の環境関係のマネジャー
クラスが参加して、日本にてカスタマイズド研修を実施すること
となりました。

2. コース設計の考え方
クウェートにおける石油産業が、自国の環境課題を解決す

るための準備にむけて、日本の最先端の技術を学ぶと同時に、
行政、企業、住民が協力して取組む先進的な環境への取組
み事例を学ぶことを主たる骨子とし、日本での研修を、将来
のクウェートの石油産業の環境課題解決に生かしてもらえるよう
コース設計を行いました。特に、クウェートでのニーズの高い、
水資源の有効利用、廃棄物の有効利用、再生可能エネル
ギーの導入等の内容に重点を置いてコースプログラムを設計し
ました。また、今回はKPCグループの環境部門のマネジャー
レベルが参加するため、構想力や発想力を重視し、幅広い
分野を俯瞰できるよう講義内容を工夫しました。特に石油産業
の環境対策は、国際社会、政府組織、地域住民等多くのス
テークホールダーの理解と協力が不可欠であり、課題をどのよ
うに枠組みで定義付けし、解決していくかのフレーミングの柔
軟性が重要と考えられます。そこで、最新技術の学習に加え
て、先進事例を通して、環境課題解決のフレーミングの多様

性と柔軟性を学ぶことに主眼をおき、以下の要素を重点に研
修プログラムの設計を行いました。
① 先進的環境事例（特に行政と民間の協力プロジェクト）
② 石油産業における先進的環境マネジメント
③ 民間企業による先進的環境技術・プロセス技術開発と事
業化

④ 新規プロジェクト開拓ワークショップ

3. 研修内容
（1） JCCP講義
三菱重工業の飯嶋講師は、最先端の再生可能エネルギー

技術、二酸化炭素の分離・地中貯留および二酸化炭素の工
業的有効利用技術および商業的な事例について紹介を行いま
した。講義を通じて、研修生は、石油産業は国際社会の中で、
気候変動への幅広い貢献可能性がある産業であることをにつ
いて理解を深めました。東洋エンジニアリングの若林講師は最
先端の省エネルギー蒸留システムの紹介を行いました。石油
業界では基本的な蒸留についても技術開発が行われており、
まだ多くの省エネルギーの可能性があることを学習しました。ま
た、日揮の沼田、和田の両講師は随伴水の有効利用技術お
よび低温熱源の有効利用技術について、具体的な事業例を
紹介しながらわかりやすく講義を行いました。JCCPの有井講
師は、石油産業における環境対策について、企業の枠組み
を超えた柔軟な構想力の必要性につき講義を行い、上記講
師と協力して、クウェートにおける有望な新規環境プロジェクト
について、クラス討議を行いながら新しいアイデアの抽出を行
いました。特にクウェートにおいては、企業間の枠を超えた環
境エネルギー協力プロジェクトは潜在的な可能性が高いとの理
解を共有するに至りました。

（2） 実地研修
白島石油備蓄基地㈱では、石油備蓄基地における環境

安全対策について研修を行いました。特に、緊急時の災害
対策、2重の防油堤等、環境・安全に十分な配慮をしたマネ
ジメントに研修生は感銘を受けていました。
北九州スマートコミュニティでは、北九州市で環境汚染対

策を進めてきた歴史と、民間企業、地域住民で協力して、再
生可能エネルギー導入とエネルギー効率化を推進するスマート
コミュニティプロジェクトの紹介を行いました。また、再生可能
エネルギーを効率的に利用するダイナミックプライシングシステム
について研修を行いました。研修生からは、将来はクウェート
でもこのような事業を実施したいとの声がありました。
次世代エネルギーパークでは、風力発電、太陽光発電の

導入や革新的な廃棄物を利用したエネルギープロジェクトの研
修を行いました。北九州市ウォータープラザでは、処理排水
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と海水淡水化を統合した効率的な水資源の利用システムおよ
び、最先端のMembrane Bio Reactor 関連の技術開発と
実証化について研修しました。北九州市における行政と民間
との協力による先進的なプロジェクト事例は研修生の従来の
思考の枠組みを広げ、新しい可能性を創造することを意図し
たものです。
東京都環境局では、東京都における廃棄物対策の歴史、

現状、将来計画について研修を行いました。特に、一般廃
棄物と産業廃棄物に関する、処分方法の概略と有効利用を
を促進する施策について研修を行いました。研修生は、東
京都の環境政策が、その時代の課題を克服しながら進化して
きている経緯を学ぶことができました。その後、東京都のスー
パーエコタウンとして実施している先進的な事業の見学を行い
ました。日本環境安全事業㈱では、最先端のPCB 処理技
術について研修することができました。また、バイオエナジー㈱
では、食品廃棄物からのエネルギー回収事業について研修し
ました。廃棄物の処分とエネルギー販売を結び付けて収益の
上がる新規事業モデルを創造し、軌道に乗せていることに研
修生は感銘をうけていました。
川崎重工業㈱神戸事業所では、石油産業で多く使用され

ているスチームタービン、ガスタービン、ガスエンジン等の回転

機器について、最先端技術による高性能化および最新技術に
よる省エネルギーの可能性について研修を行いました。さらに、
吸収式冷凍技術および、同技術を活用して省エネルギーを図
る可能性について学びました。また、研修生は大型機器の製
造工場を見学する機会を得て感銘を受けていました。
東レ㈱滋賀工場では、同社の核となる先進技術を活用し

ながら、各方面で地球環境対策に貢献する事業例の紹介を
受けました。また、最先端の膜分離技術を活用した水資源の
有効利用システムの技術の説明と事例の紹介がありました。さ
らに、分離技術の砂漠緑化等への応用等の紹介があり、関

白島石油基地にて環境マネジメント研修

東京都庁の環境政策研修

北九州市スマートコミュニティ研修

東レでの環境技術研修

川崎重工業での環境省エネ研修
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心を集めていました。その後、最先端技術開発を担うリサー
チセンターの見学の機会を得て、広範な分野における同社の
研究活動について学びました。
栗田工業㈱開発センターでは、薬品を利用した最新の排

水処理技術や随伴水処理技術について研修を行いました。
研修生は、随伴水の処理や、排水処理に薬品を活用し、水
資源の有効利用を図る手法を研修することができました。

4. まとめ
12日間で東京、九州、神戸、滋賀と回るスケジュールはタ

イトでしたが、研修生は水資源の有効利用や、廃棄物の処
理について、日本の先進技術や先進事例の一端に触れ、感
銘を受けていました。
今回のKPC 向けカスタマイズド研修では、KPCグループ

の環境担当のマネジャーを対象にするため、参加しやすいよう
に、研修期間を12日間と短縮し、幅広い分野の行政組織や

民間企業の皆様にご協力をいただき、充実した研修プログラ
ムを実現することができました。
今回の研修では、環境政策、環境行政の視点、環境を

管理する事業者の視点、環境技術を提供する開発会社の視
点、住民の視点と4者の異なる視点に触れることができるよう
に研修プログラムを設計しました。研修生は、日本における各
ステークホールダーの協力により、最先端の技術開発が行わ
れ、先進的なプロジェクトが実現していることを学ぶことができ
ました。
こうした大局的な視点や柔軟な構想力は、これからの産油

国の石油産業トップマネジメントに必要となる資質であると思い
ます。また、日本における環境分野の先進的な取組みは、産
油国の人材育成ニーズも高く、日本が産油国に貢献できる分
野であり、今後も同分野での協力関係を深めていきたいと思い
ます。

（研修部　有井 哲夫）

ベトナム研修団を迎えて 
「石油販売と物流コース」の開催

1. 実施に至る経緯
第二の製油所を建設中のベトナムにおいて、今後内需の

拡大が予想され、それに伴って人材育成が急務となってきてい
ます。それと同時に石油の物流分野においても、人員の増員
や人材育成は重要な課題です。販売会社であるPetrolimex
が、国内の需要拡大に伴い販売体制の強化とそれに関わる
販売店の人材育成を重要視しています。そのような背景から
日本の石油販売と物流についてのカスタマイズド研修の要望
があり、今回の実施に至りました。平成 24 年度に続き2回目
の研修になりました。

2. 研修概要
研修は平成 25 年 12月9日（月）から平成 25 年 12月

20日（金）までの、レギュラー研修より約1週間短い12日間とし、
JCCPでの講義が 3日（①日本の石油産業 ②アジアのオイル
マーケットなど）、実地研修が 6日（① JX日鉱日石石油基地㈱・
喜入基地 ② JX日鉱日石エネルギー㈱・福岡油槽所 ③㈱冨
士谷商店・本社とSS ④出光興産㈱・愛知製油所 ⑤㈱タツノ・
横浜工場と近隣 SS ⑥コスモ石油㈱・本社と、盛り沢山なもの
となりました。

JX日鉱日石石油基地・喜入基地にて JX日鉱日石エネルギー・福岡油槽所にて




